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資料３１．生活者アンケートの概要

（１）目的

生活者視点で、Uネット社会で解決して欲しい課題の順位付け

＝『2010年に向けた重要課題のうち、ユビキタスネットワーク社会により解決することに期待する課題』

（２）設計の基本方針

目標時間軸は2010年

生活者の根本ニーズにこだわる

対極→ユビキタスネットワーク社会のソリューション（例：高画質な映像を用いたコミュニケーションシステム）
に対する利用意向を聞くのは容易（安易）

根本ニーズにこだわるが、ユビキタスネットワーク社会ならではの解決課題も把握する

回答者のスタンスは、「個人として」（個人限定の問題意識）ではなく、「社会として」の意識で回答してもらう

（３）実施概要

アンケート会社の持つサンプル集団に対し、インターネットを利用したウェブアンケートを実施

サンプリングの方針：

15歳以上の男女を対象

男女比及び年齢層のバランスは日本の人口動態を反映するように設定

： 15～59歳は平成15年3月時点の人口を元に割り付け

：60歳以上は元々の母集団が少ないため、集計数に重み付けをして分析

地域 ：一都三県＆二府一県：その他地域＝65：35 となるように設定

目標回収数 5,000サンプル（性・年齢（5歳刻み）の最小セルで200サンプルを回収目標に設定）
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資料３１．生活者アンケートの概要

（４）基本構成
2010年に向け解決すべきテーマの提示2010年に向け解決すべきテーマの提示

Q2．解決すべき（ｏｒ重要な）課題の選択
※複数課題（選択肢）より重要課題の選択

Q2．解決すべき（ｏｒ重要な）課題の選択
※複数課題（選択肢）より重要課題の選択

Q3．Uネット社会で解決して欲しい（or解決可能）な課題の選択
※ Q2で選択した課題から絞り込み

Q3．Uネット社会で解決して欲しい（or解決可能）な課題の選択
※ Q2で選択した課題から絞り込み

Q4 ．Uネット社会での課題解決イメージ（自由回答）
※Uネット社会の実現イメージ

Q4 ．Uネット社会での課題解決イメージ（自由回答）
※Uネット社会の実現イメージ

F．フェースシート
①性
②年齢
③地域
④情報リテラシー
⑤テーマに関係する属性
（例：要介護老人との
同居等）

⑥その他（年収、職業等
）

F．フェースシート
①性
②年齢
③地域
④情報リテラシー
⑤テーマに関係する属性
（例：要介護老人との
同居等）

⑥その他（年収、職業等
）

テーマ数だけ繰り返し

Uネット社会の可能性の提示
（例）いつでも・どこでも・何でもの説明（文章and/or絵）

Uネット社会の可能性の提示
（例）いつでも・どこでも・何でもの説明（文章and/or絵）

Q1．重要と思われるテーマの選択
※社会としての取り組みからの観点

Q1．重要と思われるテーマの選択
※社会としての取り組みからの観点

10分野17テーマ119具体的課題

最大5テーマ

例）5テーマ×7選択肢

例）5テーマ×3選択肢

システムがランダムに選択

• テーマを説明する（回答者への動
機付けのために必要）

•課題にはIT色は出さない
•社会として解決すべき（NOT個人
）

• Q2で選択した課題に対し、Uネッ
ト社会（U技術）ならではの課題、
Uだから解決可能な課題を絞込

•回答者は一定の情報リテラシを
持つ人→ITを利活用した課題解
決イメージを記述してもらう
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資料３１．生活者アンケートの概要

（５）対象とするテーマと課題

10の分野で24のテーマを設定した。このうち、17の解決すべきテーマを対象に生活者向けアンケートを実施した

対象とする分野やテーマ、個別の具体的課題は、国や地方自治体の既存施策・計画等を参考に整理した

今回のアンケートで設定しなかったテーマは有識者を対象に調査実施予定

分野 テーマ 課題

１．国民生活分野 1-1 多様なコミュニティ活動の実現

1-2 安全・安心な生活環境の実現

1-3 文化・芸術、スポーツ活動を活かした豊かな国づくり

1-4 高齢者・障害者の生きがいづくり・社会参加の促進 

２．医療福祉分野 2-1 患者中心の医療サービスの充実

2-2 医療機関や介護施設の経営効率と利用サービスの向上

３．交通物流分野 3-1 持続可能、安全な都市交通システムの形成

3-2 物流システムの効率化

４．環境・エネルギー分野 4-1 循環型社会・環境共生型社会の構築

4-2 エネルギー問題の解決

５．教育・人材育成分野 5-1 青少年の健全な育成

5-2 大学及び大学院等の高度化

5-3 生涯学習の普及 

６．就労・労務分野 6-1 就業形態や勤務形態の多様化

6-2 就職機会の拡大と多様化

6-3 ホワイトカラーの生産性向上

７．危機管理分野 7-1 ネット社会のリスク管理

7-2 国土安全保障問題への対応

８．経済・産業分野 8-1 既存産業の高度化

8-2 新たな産業の育成

8-3 国際競争力の強化

９．行政サービス分野 9-1 地方の自立・活性化

9-2 電子政府の実現と行政改革

１０．国際分野 10-1 国際化の推進 

部は有識者向けとして、今回のアンケートでは設定しなかった設問

テ
ー

マ
ご
と
の
個
別
具
体
の
課
題
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資料３２．アンケート結果の概要

（１）回答者の属性

サンプリング方針に則り、ほぼ日本の人口構成に近い男女比、年齢構成となるよう、60歳以上の階層で重み付け
を実施。重み付け後の有効回答数は6,016件

分類後の割合が概ね同様となるよう、①「都市部」：東京都特別区（23区）＋政令指定都市（13市）、② 「都市周辺
部」：その他県庁所在地＋市町村（人口密度2,000人／k㎡以上、人口10万人以上）、③「それ以外」：それ以外の
市町村 で地域を分類

性別

男性
50.0%

女性
50.0%

n=6,016

地域分類

35.9%
31.1%

32.9%

特別区＋政令指定都市（13市）

その他県庁所在地＋人口密度2,000人／k㎡
以上、人口10万人以上の市町村
それ以外

n=6,016

年齢(10歳刻み)

7.7%
16.9%

20.9%

17.0%

19.2%

18.4%

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

n=6,016
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資料３２．アンケート結果の概要

（２）2010年に向け日本社会が取り組むべき課題

Q1. 2010年に向け日本社会が取り組むべき課題の重要性

17.1%

19 .2%

19 .6%

20 .0%

27 .4%

30 .0%

32 .1%

32 .3%

32 .6%

38 .0%

44 .8%

47 .3%

50 .1%

52 .7%

54 .9%

55 .5%

69 .2%

0% 20% 40% 60% 80%

大学及び大学院等の高度化

電子政府の実現と行政改革

生涯学習の普及

文化・芸術・スポーツ活動を活かした

豊かな国づくり

国際化の推進

多様なコミュニティ活動の実現

就業形態や勤務形態の多様化

新たな産業の育成

持続可能、安全な都市交通システムの形成

就職機会の拡大と多様化

ネット社会のリスク管理

青少年の健全な育成

高齢者・障害者の生きがいづくり・

社会参加の促進

循環型社会・環境共生型社会の構築

患者中心の医療サービスの充実

エネルギー問題の解決

安全・安心な生活環境の実現

「非常に重要」と回答 n=6,016

取り組むべき最も重要な課題は、「安全・
安心な生活環境の実現」（69.2％）

次いで、「エネルギー問題の解決」、「患
者中心の医療サービスの充実」、「循環
型社会・環境共生型社会の構築」、「高
齢者・障害者の生きがい作り・社会参加
の促進」、「青少年の健全な育成」、「ネッ
ト社会のリスク管理」、「就職機会の拡大
と多様化」と続く（これらは回答者の3割
以上が「非常に重要」と回答）

分野としては「国民生活分野」「医療福祉
分野」「環境・エネルギー分野」であり、比
較的身近な生活環境の課題を重要視す
る傾向が見られる。

以降、右記8つの解決すべきテーマにお
ける個別課題の重要度合い、及びユビ
キタスネットワーク社会による解決への
期待度合いについて整理する。

3人に1人以上が回答
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資料３２．アンケート結果の概要

（３）解決すべきテーマ別にみた具体的課題の重要性とユビキタスネット社会への期待

テーマ①：「安全・安心な生活環境の実現」

現状の課題は「食の安全・安心確保」「日常の防犯体制の強化」「災害時における迅速・正確な情報の共有化」で
あり、ユビキタスネット社会への期待も高い

「便利で快適な住環境の実現」や「消費生活の質的な向上」は現状の課題としての認識は低いが、ユビキタスネッ
ト社会への期待は高い

Q2. 2010年に向け日本社会が取り組むべき具体的課題の重
要性_安全・安心な生活環境の実現

19.4%

24 .3%

25 .7%

28 .9%

35 .1%

36 .7%

38 .3%

39 .5%

46 .1%

57 .9%

61 .9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

消費生活の質的な向上

（価格や製品情報の入手の容易化 等）

便利で快適な住環境の実現

生活習慣病（糖尿病、肥満、高脂血症、慢性

気管支炎 等）の予防

個人の資産形成の支援（年金問題や資産運

用（並替え）の多様化への対応、セーフティ

女性の出産支援、社会全体での育児支援環

境の充実

居住地域周辺のゴミ問題・公害問題の解消

高齢者、障害者等に配慮したまちづくり（バリ

アフリー化）

災害に強いくらしづくり（高層ビルや地下街、木

造住宅密集市街地への対策、治山・治水対策

災害時における迅速・正確な情報の共有化

（被害や復旧状況、安否状況等の情報共有）

日常の防犯体制の強化（ストーカー対策、空

き巣対策、テロ等緊急情報の入手 等）

食の安全・安心確保（BSE、残留農薬、生産地

偽証問題 等への対応）

「非常に重要」と回答
n=3,227

Q3. 「ユビキタスネットワーク社会」が具体的課題を解決するこ
とへの期待_安全・安心な生活環境の実現

19.5%

20 .5%

21 .8%

23 .5%

24 .1%

24 .9%

25 .5%

27 .6%

36 .1%

36 .2%

39 .9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性の出産支援、社会全体での育児支援環

境の充実

生活習慣病（糖尿病、肥満、高脂血症、慢性

気管支炎 等）の予防

居住地域周辺のゴミ問題・公害問題の解消

高齢者、障害者等に配慮したまちづくり（バリ

アフリー化）

個人の資産形成の支援（年金問題や資産運

用の多様化への対応、セーフティネットによる

災害に強いくらしづくり（高層ビルや地下街、木

造住宅密集市街地への対策、治山・治水対策

消費生活の質的な向上（価格や製品情報の
入手の容易化 等）

便利で快適な住環境の実現

食の安全・安心確保（BSE、残留農薬、生産地

偽証問題 等への対応）

日常の防犯体制の強化（ストーカー対策、空

き巣対策、テロ等緊急情報の入手 等）

災害時における迅速・正確な情報の共有化

（被害や復旧状況、安否状況等の情報共有）

「非常に期待」と回答

現状の課題 ⇒ ユビキタスネット社会への期待
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資料３２．アンケート結果の概要

テーマ②：「エネルギー問題の解決」

「再生可能エネルギー技術の開発と普及促進」は現状の課題として最も注目され、またユビキタスネット社会に最
も期待される課題でもある

現状の課題 ⇒ ユビキタスネット社会への期待

Q2. 2010年に向け日本社会が取り組むべき具体的課題の重
要性_エネルギー問題の解決

45.2%

47 .5%

57 .9%

63 .3%

0% 20% 40% 60% 80%

環境に配慮した従来型エネルギー（天然ガス、

メタノール、燃料電池 等）の利用促進

省エネルギー・省資源対策の促進
（住宅の断熱構造化、都市の緑化、公共交通

機関の利用促進 等）

リサイクルエネルギー技術（廃熱利用、廃棄物

利用、バイオマス 等）の開発と普及促進

再生可能エネルギー技術（太陽光、風力、水

力、地熱 等）の開発と普及促進

「非常に重要」と回答 n=2,667

Q3. 「ユビキタスネットワーク社会」が具体的課題を解決するこ
とへの期待_エネルギー問題の解決

26.7%

27 .6%

30 .9%

34 .1%

0% 10% 20% 30% 40%

環境に配慮した従来型エネルギー（天然ガ

ス、メタノール、燃料電池 等）の利用促進

省エネルギー・省資源対策の促進（住宅の断

熱構造化、都市の緑化、公共交通機関の利用

促進 等）

リサイクルエネルギー技術（廃熱利用、廃棄

物利用、バイオマス 等）の開発と普及促進

再生可能エネルギー技術（太陽光、風力、水

力、地熱 等）の開発と普及促進

「非常に期待」と回答
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資料３２．アンケート結果の概要

テーマ③：「患者中心の医療サービスの充実」

現状の課題としては「医療行為における医療過誤対策」「個人情報の保護」といったトラブル対策が注目される

ユビキタスネット社会に期待されるのは「異なる医療機関間の連携強化」「救急医療体制の充実」「診療情報・医
師情報の電子化と個人への提供」といった、より優れた医療行為を受けるための仕組みづくりである

現状の課題 ⇒ ユビキタスネット社会への期待

Q2. 2010年に向け日本社会が取り組むべき具体的課題の重
要性_患者中心の医療サービスの充実

37.2%

40 .1%

42 .6%

49 .1%

51 .4%

62 .6%

68 .8%

0% 20% 40% 60% 80%

診療情報・医師情報の電子化と個人への提供
（電子カルテ、医師データベース 等）

在宅医療の充実等による自宅療養患者の生

活の質の向上

診療所、病院内の快適化（待合い時間の短

縮、清潔で過ごしやすい環境づくり 等）

異なる医療機関間の連携強化（チーム医療推

進、診療記録・医用画像の共有化 等）

個人情報（カルテ記載情報等）の保護（プライ

バシー保護）

救急医療体制の充実（救急車内での治療の
高度化 等）

点滴、輸血、投薬、手術等の医療行為におけ
る医療過誤対策

「非常に重要」と回答 n=2,553

Q3. 「ユビキタスネットワーク社会」が具体的課題を解決するこ
とへの期待_患者中心の医療サービスの充実

31.5%

32 .7%

34 .8%

39 .0%

41 .8%

42 .1%

43 .1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

在宅医療の充実等による自宅療養患者の生

活の質の向上

診療所、病院内の快適化（待合い時間の短

縮、清潔で過ごしやすい環境づくり 等）

個人情報（カルテ記載情報等）の保護

（プライバシー保護）

点滴、輸血、投薬、手術等の医療行為におけ

る医療過誤対策

診療情報・医師情報の電子化と個人への提供

（電子カルテ、医師データベース 等）

救急医療体制の充実

（救急車内での治療の高度化 等）

異なる医療機関間の連携強化

（チーム医療推進、診療記録・医用画像の共

「非常に期待」と回答
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資料３２．アンケート結果の概要

テーマ④：「循環型社会・環境共生型社会の構築」

「地球温暖化問題への対応」「ごみの減量化、資源リサイクルの推進」は現状の課題として注目されており、また
ユビキタスネット社会への期待も高い

現状の課題 ⇒ ユビキタスネット社会への期待

Q2. 2010年に向け日本社会が取り組むべき具体的課題の重
要性_循環型社会・環境共生型社会の構築

45.2%

48 .5%

58 .7%

58 .8%

63 .6%

65 .7%

66 .7%

0% 20% 40% 60% 80%

都市部におけるヒートアイランド現象の抑制

化石燃料の利用に起因する

酸性雨問題の解決

廃棄物の排出抑制、適正処理

ダイオキシン等の環境ホルモン問題の解決

大気や河川、海洋、土壌等、

環境汚染の未然防止

ごみの減量化、資源リサイクルの推進

地球温暖化問題への対応
（CO2排出量の削減 等）

「非常に重要」と回答 n=2,388

Q3. 「ユビキタスネットワーク社会」が具体的課題を解決するこ
とへの期待_循環型社会・環境共生型社会の構築

23.7%

24 .1%

27 .8%

28 .1%

28 .8%

29 .0%

32 .9%

0% 10% 20% 30% 40%

都市部におけるヒートアイランド現象の抑制

化石燃料の利用に起因する

酸性雨問題の解決

大気や河川、海洋、土壌等、

環境汚染の未然防止

ダイオキシン等の環境ホルモン問題の解決

廃棄物の排出抑制、適正処理

地球温暖化問題への対応

（CO2排出量の削減 等）

ごみの減量化、資源リサイクルの推進

「非常に期待」と回答
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資料３２．アンケート結果の概要

テーマ⑤：「高齢者・障害者の生きがいづくり・社会参加の促進」

「多用で利用しやすい介護サービスの充実」「高齢者に優しい住宅の供給」は現状の課題として注目されており、
またユビキタスネット社会への期待も高い

趣味やボランティア、就業機会創出よりも、まずは生活するための環境重視の傾向が見られる。

現状の課題 ⇒ ユビキタスネット社会への期待

Q2. 2010年に向け日本社会が取り組むべき具体的課題の重要
性_高齢者・障害者の生きがいづくり・社会参加の促進

17.9%

20 .5%

26 .2%

30 .5%

35 .0%

41 .5%

49 .7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

生涯学習機会の提供

同じ趣味や価値観を共有できる人、子供や孫

等とのコミュニケーションの活性化

シニアボランティア活動の活性化

精神的ストレスの解消等メンタルヘルスケア対

策の充実

高齢者の知恵や経験を活かせる就業機会の

提供

高齢者に優しい住宅の供給（バリアフリー化、

使いやすい家電や情報機器 等）

多様で利用しやすい介護サービスの充実

「非常に重要」と回答 n=2,280

Q3. 「ユビキタスネットワーク社会」が具体的課題を解決するこ
とへの期待_高齢者・障害者の生きがいづくり・社会参加の促進

21.9%

24 .6%

25 .0%

25 .4%

27 .2%

30 .2%

33 .1%

0% 10% 20% 30% 40%

シニアボランティア活動の活性化

生涯学習機会の提供

高齢者の知恵や経験を活かせる就業機会の

提供

精神的ストレスの解消等メンタルヘルスケア対

策の充実

同じ趣味や価値観を共有できる人、子供や孫

等とのコミュニケーションの活性化

高齢者に優しい住宅の供給（バリアフリー化、

使いやすい家電や情報機器 等）

多様で利用しやすい介護サービスの充実

「非常に期待」と回答



Copyright© 2004 Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 11

資料３２．アンケート結果の概要

テーマ⑥：「青少年の健全な育成」

「青少年の福祉を害する犯罪防止やモラルの向上」は現状の課題として重要度が高い

ユビキタスネット社会への期待が3割を越える重点課題は見当たらない

現状の課題 ⇒ ユビキタスネット社会への期待

Q2. 2010年に向け日本社会が取り組むべき具体的課題の重要
性_青少年の健全な育成

20.9%

27.7%

29.1%

30.1%

31.0%

32.5%

35.8%

51.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

青少年のボランティア活動への参加促進

児童の健全育成のための地域コミュニティ活
動の推進

不登校や引きこもり問題の解消

個人の適性に応じた教育内容や
教育方法の提供

家庭教育を支援する子育て支援ネットワーク
等の充実

社会的援助を必要とする
児童・家庭への福祉の充実

青少年指導者の養成と確保

青少年の福祉を害する
犯罪防止やモラルの向上

「非常に重要」と回答 n=2,1,41

Q3. 「ユビキタスネットワーク社会」が具体的課題を解決すること
への期待_青少年の健全な育成

19.3%

19.4%

19.7%

21.7%

22.8%

25.5%

26.6%

27.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

不登校や引きこもり問題の解消

青少年指導者の養成と確保

青少年のボランティア活動への参加促進

社会的援助を必要とする児童・家庭への福祉
の充実

児童の健全育成のための地域コミュニティ活
動の推進

個人の適性に応じた教育内容や教育方法の
提供

青少年の福祉を害する犯罪防止やモラルの向
上

家庭教育を支援する子育て支援ネットワーク
等の充実

「非常に期待」と回答



Copyright© 2004 Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 12

資料３２．アンケート結果の概要

テーマ⑦：「ネット社会のリスク管理」

現状の課題として「ネットワーク犯罪の防止」は非常に高く注目（72.6％）されている

ユビキタスネット社会への期待も高く、全ての重点課題で3割以上が「非常に期待」と回答している

現状の課題 ⇒ ユビキタスネット社会への期待

Q2. 2010年に向け日本社会が取り組むべき具体的課題の重要
性_ネット社会のリスク管理

35.5%

46.8%

55.7%

57.7%

58.4%

72.6%

0% 20% 40% 60% 80%

デジタル化された著作物等知的財産の適切な
管理

セキュリティ関連の技術者育成

コンピュータや通信ネットワークのシステム障
害による社会的被害（ATMダウン、携帯電話の

不通 等）の回避、軽減

ネット社会の利用者のモラルや意識向上

ネットワーク上の倫理問題（プライバシー問題、
誹謗中傷 等）対策

ネットワーク犯罪の防止（不正コピー、不正アク
セス、盗聴、妨害、改ざん、なりすまし等の防

止）

「非常に重要」と回答 n=2,038

Q3. 「ユビキタスネットワーク社会」が具体的課題を解決すること
への期待_ネット社会のリスク管理

34.6%

35.7%

37.2%

40.7%

41.4%

46.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

デジタル化された著作物等知的財産の適切な
管理

セキュリティ関連の技術者育成

ネット社会の利用者のモラルや意識向上

ネットワーク上の倫理問題（プライバシー問
題、誹謗中傷 等）対策

コンピュータや通信ネットワークのシステム障
害による社会的被害（ATMダウン、携帯電話

の不通 等）の回避、軽減

ネットワーク犯罪の防止（不正コピー、不正ア
クセス、盗聴、妨害、改ざん、なりすまし等の防

止）

「非常に期待」と回答
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資料３２．アンケート結果の概要

テーマ⑧：「就業形態や勤務形態の多様化」

現状の課題としては「高齢者や女性でも働きやすい環境整備」「仕事と育児を両立できる制度と環境の整備」とい
った職場環境の整備が注目されている

しかし、ユビキタスネット社会に期待されるのは「勤務形態の多様化」「就業形態の多様化」といった形態面の変化
であり、さらに全ての重点課題で3割以上が「非常に期待」と回答している

現状の課題 ⇒ ユビキタスネット社会への期待

Q2. 2010年に向け日本社会が取り組むべき具体的課題の重要
性_就業形態や勤務形態の多様化

37.8%

41.3%

45.4%

48.6%

50.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

能力や適性に応じ個人で自由に選択できる
キャリアパス（目標に向けて経験やスキルを積

み、計画的にキャリアアップ）

就業形態の多様化（ワークシェアリング、パート
タイマー、契約社員 等）

勤務形態の多様化（在宅勤務、フレックス勤
務、裁量労働勤務 等）

仕事と育児を両立できる制度と環境の整備（社
内外託児所の設置、育児介護休暇の充実、職

場復帰のための能力開発研修 等）

高齢者や女性でも働きやすい環境整備（高齢
化対応の職場環境、各種福利厚生制度の整

備 等）

「非常に重要」と回答 n=1,422

Q3. 「ユビキタスネットワーク社会」が具体的課題を解決すること
への期待_就業形態や勤務形態の多様化

31.8%

32.1%

32.3%

32.5%

37.0%

0% 10% 20% 30% 40%

能力や適性に応じ個人で自由に選択できる
キャリアパス（目標に向けて経験やスキルを積

み、計画的にキャリアアップ）

仕事と育児を両立できる制度と環境の整備（社
内外託児所の設置、育児介護休暇の充実、職

場復帰のための能力開発研修 等）

高齢者や女性でも働きやすい環境整備（高齢
化対応の職場環境、各種福利厚生制度の整

備 等）

就業形態の多様化（ワークシェアリング、パート
タイマー、契約社員 等）

勤務形態の多様化（在宅勤務、フレックス勤
務、裁量労働勤務 等）

「非常に期待」と回答
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資料３２．アンケート結果の概要

テーマ⑨：「就職機会の拡大と多様化」

「若年層の失業問題の解決」「中高年層の再就職支援」は現状の課題として注目されており、またユビキタスネット
社会への期待も高い

現状の課題 ⇒ ユビキタスネット社会への期待

Q2. 2010年に向け日本社会が取り組むべき具体的課題の重要
性_就職機会の拡大と多様化

15.9%

26.9%

27.6%

36.7%

40.6%

43.3%

56.1%

56.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

NPOやNGO等への就職

就業前教育訓練の実施
（ビジネスインターン 等）

日本的雇用制度
（終身雇用、年功序列 等）の改革

就職、転職、退職等、労働移動（職業や職種、
就職先の変更）の円滑化

求人と求職のミスマッチの解消（雇用者と求職
者の出会い、雇用条件と就職条件のずれ 等）

雇用機会の拡大（ワークシェアリング、パートタ
イマー等による雇用機会拡大）

中高年層の再就職支援

若年層の失業問題の解決

「非常に重要」と回答 n=1,666

Q3. 「ユビキタスネットワーク社会」が具体的課題を解決すること
への期待_就職機会の拡大と多様化

25.2%

25.3%

27.5%

32.1%

32.5%

32.5%

35.6%

35.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

NPOやNGO等への就職

日本的雇用制度（終身雇用、年功序列 等）の
改革

就業前教育訓練の実施（ビジネスインターン
等）

雇用機会の拡大（ワークシェアリング、パートタ
イマー等による雇用機会拡大）

求人と求職のミスマッチの解消（雇用者と求職
者の出会い、雇用条件と就職条件のずれ 等）

就職、転職、退職等、労働移動（職業や職種、
就職先の変更）の円滑化

若年層の失業問題の解決

中高年層の再就職支援

「非常に期待」と回答
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資料３２．アンケート結果の概要

テーマ⑩：「電子政府の実現と行政改革」

Q3. 「ユビキタスネットワーク社会」が具体的課題を解決すること
への期待_電子政府の実現と行政改革

37.4%

42.3%

42.4%

44.5%

50.0%

50.6%

51.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

行政の情報化を担当する職員の専門能力の
向上

政府調達手続きのオンライン化

公開情報入手・相談等のオンライン化によるコ
ミュニケーション機能の強化

電子文書の偽造や改ざんの防止
（信頼性の確保）

自宅や勤務先等からの電子投票の実現

税金、社会保険料、各種手数料の
納付のオンライン化

各種行政・法務手続き（申請や届出、裁判手続
き 等）のオンライン化

「非常に期待」と回答

テーマ別にみた場合、「電子政府の実現と行政改革」を重要とする割合は低い（19.2％）が、ユビキタスネット社会
への期待は全般的に高く、全ての重点課題で3割以上が「非常に期待」と回答している

現状の課題としては「電子文書の偽造や改ざんの防止」が注目される。

現状の課題 ⇒ ユビキタスネット社会への期待

Q2. 2010年に向け日本社会が取り組むべき具体的課題の重要
性_電子政府の実現と行政改革

34.5%

35.6%

40.1%

42.8%

47.8%

49.2%

58.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

公開情報入手・相談等のオンライン化によるコ
ミュニケーション機能の強化

政府調達手続きのオンライン化

自宅や勤務先等からの電子投票の実現

税金、社会保険料、各種手数料の
納付のオンライン化

行政の情報化を担当する職員の専門能力の
向上

各種行政・法務手続き（申請や届出、裁判手続
き 等）のオンライン化

電子文書の偽造や改ざんの防止
（信頼性の確保）

「非常に重要」と回答 n=952
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資料３２．アンケート結果の概要

（４）回答者の属性とのクロス集計からみた特徴 60歳以上の回答者層は「安全安心な生活環境
の実現」「患者中心の医療サービスの充実」「高
齢者・障害者の生きがいづくり・社会参加の促
進」で全体より問題意識が高い

「就業形態や勤務形態の多様化」は20歳台の回
答者で問題意識が高い
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Q1. 2010年に向け日本社会が取り組むべき課題の重要性

0%

10%

20%
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40%
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60%

70%

80%

全体

男性  n=3009

女性  n=3007

n=6,016「非常に重要」と回答

全般的に男性よりも女性のほうが各テーマに対
する問題意識が高い

（双方とも特に女性に顕著）
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Q1. 2010年に向け日本社会が取り組むべき課題の重要性
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全体　n=6,016，女性　n=3,009「非常に重要」と回答
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資料３２．アンケート結果の概要

子供がいる回答者は「青少年の健全な育成」に
対する問題意識が高い

1年以内に入院した家族のいる回答者（本人含
む）は「患者中心の医療サービスの充実」に対
する問題意識が高い
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Q1. 2010年に向け日本社会が取り組むべき課題の重要性
子供の有無
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n=6,016
「非常に重要」と回答
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Q1. 2010年に向け日本社会が取り組むべき課題の重要性
F6. 1年以内に入院した家族がいるかどうか
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F.6回答全体
あなたご本人が入院  n=386
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n=6,082「非常に重要」と回答
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資料３２．アンケート結果の概要

同居家族に介護が必要な高齢者がいる回答者
は「患者中心の医療サービスの充実」「高齢者・
障害者の生きがいづくり・社会参加の促進」「多
様なコミュニティ活動の実現」に対する問題意識
が高い

高齢者の介護経験がある回答者は「患者中心
の医療サービスの充実」「高齢者・障害者の生
きがいづくり・社会参加の促進」「多様なコミュニ
ティ活動の実現」に対する問題意識が高い
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Q1. 2010年に向け日本社会が取り組むべき課題の重要性
F8. 1ヶ月以上の高齢者介護経験有無
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いる（同居）  n=299
いる（病院、老人ホーム等の施設に入居中）  n=147
いない  n=4797

「非常に重要」と回答 n=6,016
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Q1. 2010年に向け日本社会が取り組むべき課題の重要性
F7. 同居家族に介護が必要な高齢者がいるかどうか
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「非常に重要」と回答 全体　n=5,244


